
JP 2009-4111 A 2009.1.8

10

(57)【要約】
【課題】振動を受ける環境下に置かれても端子の接続信
頼性が高いコネクタを提供する。
【解決手段】フード部１４の奥面のうち雄端子１１の根
元部分と、インナハウジング２３のうち端子挿入口２７
が形成されている部分とには、両コネクタ１０，２０が
正規の嵌合状態に至ると互いに前記嵌合方向に凹凸嵌合
可能な嵌合突部５１と嵌合凹部５４とが設けられており
、嵌合突部５１と嵌合凹部５４とにおける接触する部分
には、前記嵌合方向に対して傾斜する突側テーパ面５３
と凹側テーパ面５６とが形成されている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
互いに嵌合可能な一対のコネクタであって、そのうち一方のコネクタには、他方のコネク
タとの嵌合方向へ開口するフード部と、このフード部の奥面から前記嵌合方向に突出する
一方の端子と、が備えられ、
　他方のコネクタには、前記フード部内に嵌合可能なインナハウジングと、このインナハ
ウジングに対して前記嵌合方向に相対的にスライド可能に組み付けられたアウタハウジン
グとが備えられ、この前記インナハウジングと前記アウタハウジングとの間には、前記両
コネクタが正規の嵌合状態に至ると前記インナハウジングと前記アウタハウジングとに押
圧されて前記嵌合方向に弾性収縮した状態となる弾性部材が装着され、
　前記インナハウジングには、前記一方の端子と接続可能な他方の端子を収容するキャビ
ティが形成されるとともに、同キャビティの前記嵌合方向前側には、前記一方の端子が挿
通可能な端子挿入口が設けられ、
　前記フード部の奥面のうち前記一方の端子の根元部分と、前記インナハウジングのうち
前記端子挿入口が形成されている部分とには、前記両コネクタが正規の嵌合状態に至ると
互いに前記嵌合方向に凹凸嵌合可能な嵌合部が設けられており、
　前記嵌合部のうち少なくとも一方には、同嵌合部が嵌合した状態で相手の嵌合部と接触
する部分に、前記嵌合方向に対して傾斜するテーパ面が形成されていることを特徴とする
コネクタ。
【請求項２】
前記一方の端子と前記端子挿入口とはそれぞれ対応する位置に複数ずつ設けられ、前記嵌
合部は、前記一方の端子および前記端子挿入口毎に設けられていることを特徴とする請求
項１に記載のコネクタ。
【請求項３】
前記テーパ面は前記嵌合部の両方に形成され、前記両テーパ面は等しい勾配とされている
ことを特徴とする請求項１または請求項２に記載のコネクタ。
【請求項４】
前記テーパ面は、前記一方の端子または前記端子挿入口の周りに形成された略リング状を
なすことを特徴とする請求項１～請求項３のいずれか１項に記載のコネクタ。
【請求項５】
前記両嵌合部のテーパ面のうち凸側の嵌合部のテーパ面の最小径寸法は、凹側の嵌合部の
テーパ面の最小径寸法よりも大きい寸法とされていることを特徴とする請求項４に記載の
コネクタ。
【請求項６】
隣り合う前記嵌合部の間には、前記両コネクタが正規の嵌合状態に至ると互いに嵌合して
前記嵌合部の並列方向と交差方向のがた付きを防止するがた止め部が設けられていること
を特徴とする請求項２～請求項５のいずれか１項に記載のコネクタ。
【請求項７】
前記インナハウジングの前記嵌合方向前側部分には、前記両コネクタが正規の嵌合状態に
至ると、前記フード部と接触した状態となるがた止めリブが設けられていることを特徴と
する請求項１～請求項６のいずれか１項に記載のコネクタ。
【請求項８】
前記インナハウジングの前記嵌合方向後側部分には、同インナハウジングの外周面から前
記嵌合方向に対して略直交方向に突出し、前記フード部の開口端部と対向する鍔部が設け
られており、この鍔部と前記フード部の開口端部とには、前記両コネクタが正規の嵌合状
態に至ると互いに嵌合してがた付きを防止する環状がた止め部が設けられていることを特
徴とする請求項１～請求項７のいずれか１項に記載のコネクタ。
【請求項９】
前記インナハウジングの外周面のうち前記鍔部の前記嵌合方向前側には前記フード部との
間に挟まれて同フード部との間をシールするシールリングが装着され、前記環状がた止め
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部のうち外周側の接触面にはがた止め突起が設けられていることを特徴とする請求項８に
記載のコネクタ。
【請求項１０】
前記アウタハウジングは前記フード部に外嵌可能とされており、前記アウタハウジングと
前記フード部との間には、同アウタハウジングと同フード部との間のがた付きを防止する
外側がた止め部が設けられていることを特徴とする請求項１～請求項９のいずれか１項に
記載のコネクタ。
【請求項１１】
前記弾性部材は、ゴム製であることを特徴とする請求項１～請求項１０のいずれか１項に
記載のコネクタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、嵌合状態におけるがた付きを防止する構造を備えたコネクタに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、嵌合状態におけるがた付きを防止する構造を備えたコネクタとして、例えば
特許文献１に記載のコネクタが知られている。このコネクタは互いに嵌合可能な一対のコ
ネクタを備え、そのうち一方のコネクタには、他方のコネクタとの嵌合方向に開口するフ
ード部が備えられ、他方のコネクタには、フード部に内嵌可能な端子保持部とこの端子保
持部を囲うとともにフード部に外嵌可能な筒状をなすカバー部とが備えられている。そし
て、両コネクタが正規の嵌合状態に至るとフード部内に配された端子と、端子保持部に収
容された端子とが接続した状態で保持される。
　他方のコネクタの端子保持部の前端部とカバー部の後端部とには、それぞれ第１がた詰
め部と第２がた詰め部とが設けられ、両コネクタが正規の嵌合状態に至ると、第１がた詰
め部と第２がた詰め部とがそれぞれフード部に当接した状態になり、両コネクタの径方向
（嵌合方向に対する略直交方向）のがた付きが防止される。
【０００３】
　また、コネクタの嵌合方向のがた付きを防止する構造として、例えば特許文献２に記載
のコネクタが知られている。このコネクタは、互いに嵌合可能な一対のコネクタを備え、
そのうち一方のコネクタには、他方のコネクタの端子と接続可能な端子を内部に収容する
インナハウジングと、このインナハウジングに対してコネクタの嵌合方向に相対的に移動
可能に組み付けられたアウタハウジングとが備えられている。他方のコネクタには、イン
ナハウジングが嵌合可能な嵌合部が設けられている。
　インナハウジングの外周面と嵌合部の内周面とには、互いに接触する傾斜面が形成され
、またインナハウジングとアウタハウジングとの間には、コイルバネが備えられている。
そして、両コネクタが正規の嵌合状態に至ると、コイルバネの弾性反発力によりインナハ
ウジングが嵌合方向前方へ付勢された状態になり、インナハウジングと嵌合部とに形成さ
れた傾斜面同士が接触した状態に保持されて、両コネクタの嵌合方向のがた付きが防止さ
れる。
【特許文献１】特開２００７－８０７３７公報
【特許文献１】特開２００６－２４４５８公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記のようにコネクタ間のがた付きを防止することにより、端子の接触部分の摩耗を防
いで端子の電気的な接続信頼性の低下を招かないようにしている。そして、コネクタにお
いては、端子の接続信頼性を高めることは非常に重要であり、高振動を受けやすい場所に
設置しても、端子の接触部分の摩耗をより確実に防ぎたいという要望がある。
　本発明は上記のような事情に基づいて完成されたものであって、振動を受ける環境下に
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置かれても端子の接続信頼性が高いコネクタを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、互いに嵌合可能な一対のコネクタであって、そのうち一方のコネクタには、
他方のコネクタとの嵌合方向へ開口するフード部と、このフード部の奥面から前記嵌合方
向に突出する一方の端子と、が備えられ、他方のコネクタには、前記フード部内に嵌合可
能なインナハウジングと、このインナハウジングに対して前記嵌合方向に相対的にスライ
ド可能に組み付けられたアウタハウジングとが備えられ、この前記インナハウジングと前
記アウタハウジングとの間には、前記両コネクタが正規の嵌合状態に至ると前記インナハ
ウジングと前記アウタハウジングとに押圧されて前記嵌合方向に弾性収縮した状態となる
弾性部材が装着され、前記インナハウジングには、前記一方の端子と接続可能な他方の端
子を収容するキャビティが形成されるとともに、同キャビティの前記嵌合方向前側には、
前記一方の端子が挿通可能な端子挿入口が設けられ、前記フード部の奥面のうち前記一方
の端子の根元部分と、前記インナハウジングのうち前記端子挿入口が形成されている部分
とには、前記両コネクタが正規の嵌合状態に至ると互いに前記嵌合方向に凹凸嵌合可能な
嵌合部が設けられており、前記嵌合部のうち少なくとも一方には、同嵌合部が嵌合した状
態で相手の嵌合部と接触する部分に、前記嵌合方向に対して傾斜するテーパ面が形成され
ていることを特徴を有する。
【０００６】
　このような構成により、両コネクタが正規の嵌合状態に至ると、嵌合部が嵌合するとと
もに弾性部材の弾性復元力によってインナハウジングが嵌合方向に押し付けられる。これ
により、嵌合部のうち少なくとも一方に形成されたテーパ面が相手の嵌合部と接触した状
態に保持され、嵌合部間のがた付きが防止される。嵌合部は、一方の端子の根元部分と端
子挿入口が形成されている部分とに形成されたものであり、このような両端子の接触部分
のすぐ近傍でがた付きが防止されるから、コネクタが振動を受ける環境下に置かれても端
子の摩耗を確実に防止することができ、端子の接続信頼性を高いものとすることができる
。
【０００７】
　前記一方の端子と前記端子挿入口とはそれぞれ対応する位置に複数ずつ設けられ、前記
嵌合部は、前記一方の端子および前記端子挿入口毎に設けられているものとしてもよい。
これにより、各端子の接触部分に近い位置毎でがた付きが防止されるから、各端子の接触
部分の擦れ合いを確実に防ぐことができる。
　前記テーパ面は前記嵌合部の両方に形成され、前記両テーパ面は等しい勾配としてもよ
い。これにより、両テーパ面は面当たりするから、強固にがた付きを防止することができ
る。
【０００８】
　また前記テーパ面は、前記一方の端子または前記端子挿入口の周りに形成された略リン
グ状をなすものとしてもよい。これにより、嵌合部同士が相対的に周方向（一方の端子の
突出方向に対して回転方向）に位置ずれしていたとしても、テーパ面は接触した状態とな
る。
　前記両嵌合部のテーパ面のうち凸側の嵌合部のテーパ面の最小径寸法は、凹側の嵌合部
のテーパ面の最小径寸法よりも大きい寸法とされているものとしてもよい。これにより、
弾性部材の弾性復元力によりテーパ面同士が押し付けられても、凸側の嵌合部のテーパ面
が凹側の嵌合部のテーパ面から嵌合方向奥方にずれてしまうことはなく、凸側の嵌合部の
テーパ面はその全面にわたって凹側の嵌合部のテーパ面に当接した状態となる。
【０００９】
　さらに、隣り合う前記嵌合部の間には、前記両コネクタが正規の嵌合状態に至ると互い
に嵌合して前記嵌合部の並列方向と交差方向のがた付きを防止するがた止め部が設けられ
ているものとしてもよい。これにより、両端子の接触部分のすぐ近傍で、嵌合部に加えて
がた止め部によってもがた付きが防止されるから、端子の摩耗を確実に防ぐことができる
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。
　前記インナハウジングの前記嵌合方向前側部分には、前記両コネクタが正規の嵌合状態
に至ると、前記フード部と接触した状態となるがた止めリブが設けられているものとして
もよい。これにより、がた止めリブによって、インナハウジングの前端部とフード部との
間のがた付きが防止されるから、端子の摩耗をより確実に防止することができる。
【００１０】
　また前記インナハウジングの前記嵌合方向後側部分には、同インナハウジングの外周面
から前記嵌合方向に対して略直交方向に突出し、前記フード部の開口端部と対向する鍔部
が設けられており、この鍔部と前記フード部の開口端部とには、前記両コネクタが正規の
嵌合状態に至ると互いに嵌合してがた付きを防止する環状がた止め部が設けられているも
のとしてもよい。これにより、環状がた止め部によって、インナハウジングの鍔部とフー
ド部の開口端部との間のがた付きが防止されるから、端子の摩耗をより確実に防止するこ
とができる。
【００１１】
　前記インナハウジングの外周面のうち前記鍔部の前記嵌合方向前側には前記フード部と
の間に挟まれて同フード部との間をシールするシールリングが装着され、前記環状がた止
め部のうち外周側の接触面にはがた止め突起が設けられているものとしてもよい。これに
より、シールリングによりフード部は外側へ押圧され、環状がた止め部ががた止め突起に
食い込んだ状態になって固着する。
　前記アウタハウジングは前記フード部に外嵌可能とされており、前記アウタハウジング
と前記フード部との間には、同アウタハウジングと同フード部との間のがた付きを防止す
る外側がた止め部が設けられているものとしてもよい。これにより、外側がた止め部によ
りアウタハウジングとフード部とのがた付きが防止され、両コネクタ間のがた付きを低減
することができる。
　前記弾性部材は、ゴム製であるものとしてもよい。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、振動を受ける環境下に置かれても端子の接続信頼性が高いコネクタを
提供することが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、本発明の実施形態を図１～図３によって説明する。
　本実施形態におけるコネクタは、互いに嵌合可能な雄コネクタ１０（本発明の一方のコ
ネクタに該当する）と雌コネクタ２０（本発明の他方のコネクタに該当する）とを備えて
いる。
　以下、各構成部材において、両コネクタ１０，２０における嵌合面側を前方とし、また
、図１の上側を上方、下側を下方として説明する。
【００１４】
　雄コネクタ１０は、２本の雄端子１１（本発明の一方の端子に該当する）と、この雄端
子１１を保持する雄ハウジング１２とを備えている。雄ハウジング１２は合成樹脂製であ
って、雄端子１１を前後方向に貫通させた姿勢で保持する端子保持部１３と、端子保持部
１３の周縁から前方（他方のコネクタとの嵌合方向）へ突出するフード部１４とにより構
成されている。端子保持部１３を正面から見ると、横長の略長方形状をなしている（図２
参照）。
【００１５】
　フード部１４は前方へ開口する筒状をなし、その開口端部（前端部）には、リング状を
なして前方へ突出する環状リブ１５（本発明の環状がた止め部に該当する）が設けられて
いる。
【００１６】
　フード部１４の内周面における奥側（嵌合方向における後側）には、複数の突出部１６
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が設けられている。各突出部１６は、フード部１４の内周面のうち上面および下面に一対
ずつと両側面に一対の、計６箇所に設けられている。
【００１７】
　フード部１４の上面には、ロック突部１７が突設されている。また、フード部１４の外
周面には、前後方向に延びる形状をなす複数のガイドリブ１８が設けられている。これら
ガイドリブ１８は、フード部１４の上面においてはロック突部１７の両側位置に一対、両
側面においては上下両端位置と中央位置とに一対ずつ、また下面においては幅方向両端位
置に一対の計１０箇所に設けられている。
【００１８】
　雄端子１１は、略正方形断面をなして前後方向に長い形状をなしている。２本の雄端子
１１は、端子保持部１３の略中央位置に配され、互いの間に所定間隔を空けて幅方向（端
子保持部１３の長手方向）に並列されている。
【００１９】
　雌コネクタ２０は、雄端子１１と接続可能な雌端子２１（本発明の他方の端子に該当す
る）を２本備えている。各雌端子２１は全体として前後方向に長い形状をなし、前側には
雄端子１１と接続可能な略箱形の接続部２１Ａが、後側にはバレル部２１Ｂが備えられて
いる。接続部２１Ａ内には図示しない舌片が備えられており、この舌片は、接続部２１Ａ
の前後方向ほぼ中央位置において雄端子１１に接触し、両端子１１，２１の電気的な接続
を図るようになっている。バレル部２１Ｂには、電線Ｗの端末とともに後述するキャビテ
ィ２４の内周面に密着してキャビティ２４内の防水を図る電線用ゴム栓２２が圧着されて
いる。
【００２０】
　雌コネクタ２０は、２本の雌端子２１を収容可能であるとともに雄コネクタ１０のフー
ド部１４に内嵌可能なインナハウジング２３を備えている。インナハウジング２３は合成
樹脂製であって、前後方向に長い略ブロック状をなしている。
【００２１】
　インナハウジング２３には、雌端子２１を後方から挿入可能な２つのキャビティ２４が
横並びに形成されている。各キャビティ２４は、雄端子１１と対応する位置に配され、隣
り合うキャビティ２４間は隔壁２５により仕切られ、また各キャビティ２４の下壁には、
前方へ向けて片持ち状に突出するランス２６が設けられている。なお、インナハウジング
２３の後端部は、各キャビティ２４と連通して円筒部分が横並びに配された端子筒部２３
Ａとされている。
【００２２】
　インナハウジング２３の前壁２３Ｂのうち各キャビティ２４に対応する位置には、端子
挿入口２７が設けられている。端子挿入口２７は、雄端子１１の位置に合わせて幅方向に
所定寸法をあけた２箇所に形成され、雄端子１１を挿通可能な略正方形状をなして前壁２
３Ｂを前後方向に貫通している。
【００２３】
　インナハウジング２３の前側部分には、複数のがた止めリブ２８が設けられている。が
た止めリブ２８は、インナハウジング２３の外周面のうち雄ハウジング１２の突出部１６
に対応する位置、計６箇所に配され、外周面から外側に突出して設けられている（図３参
照）。
【００２４】
　インナハウジング２３の前後方向中央部よりもやや後側位置には、リテーナ装着部３２
が設けられている。そして、リテーナ装着部３２に装着されるリテーナ３３は、いわゆる
サイドタイプのリテーナ３３であって、リテーナ装着部３２に対して本係止位置に装着さ
れると、雌端子２１の接続部２１Ａに係合して雌端子２１の抜止めを図る。
【００２５】
　インナハウジング２３の外周面のうち後側位置であって端子筒部２３Ａの前側位置には
、全周にわたって外側（両コネクタ１０，２０の嵌合方向に対して略直交方向）に突出す
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る鍔部３４が設けられている。鍔部３４は、フード部１４の開口端部と対向して配され、
その前面には、フード部１４の環状リブ１５と嵌合可能な環状溝３５（本発明の環状がた
止め部に該当する）が形成されている。環状溝３５は、インナハウジング２３の全周を包
囲する若干横長のリング状をなしている。環状溝３５を構成する周面のうち外側面３５Ａ
（環状がた止め部のうち外周側の接触面）には、環状リブ１５に押圧される複数のがた止
め突起３６が設けられている。がた止め突起３６は、環状溝３５の上下左右に２箇所ずつ
互いに対向する位置、計８箇所、言い換えると、インナハウジング２３の全周を包囲する
位置に配されている。
　鍔部３４の後面は、インナハウジング２３の外周面に対して略垂直方向に切り立った凹
凸のないフラットな面とされている。
【００２６】
　インナハウジング２３の外周面のうち鍔部３４の前側位置には、シールリング３７が嵌
め付けられている。シールリング３７は、前後方向の中央部が径方向外側に膨出する形状
をなし、その膨出部分が環状溝３５の前方に張り出した状態でインナハウジング２３に装
着される。
【００２７】
　雌コネクタ２０は、インナハウジング２３の周りを覆うアウタハウジング３８を備えて
いる。アウタハウジング３８はインナハウジング２３と別体とされ、インナハウジング２
３に対して相対的に前後方向（両コネクタ１０，２０の嵌合方向）にスライド可能に組み
付けられている。
【００２８】
　アウタハウジング３８は合成樹脂製であって、鍔部３４よりも一回り大きい外形形状を
なして鍔部３４の後側で対向して配される対向壁４１と、対向壁４１の周縁から略筒状を
なして前方へ突出する外筒部４２とにより構成されている。外筒部４２とインナハウジン
グ２３との間には、雄コネクタ１０のフード部１４を嵌合可能な間隔が空けられている。
【００２９】
　対向壁４１には、インナハウジング２３の端子筒部２３Ａを遊挿可能な遊挿孔４３が前
後方向に貫通して形成されている。対向壁４１の前面は、鍔部３４の後面と略平行をなし
て対向する平坦な面とされ、この対向壁４１とインナハウジング２３の鍔部３４との間に
は、弾性部材４４が装着されている。弾性部材４４はゴム製であって、端子筒部２３Ａを
囲う横長の筒状をなしている。
【００３０】
　外筒部４２には、フード部１４のガイドリブ１８を前後方向に挿通可能なガイド溝４５
が設けられている。ガイド溝４５にガイドリブ１８が進入することで両コネクタ１０，２
０の前後方向の相対移動が案内される。ガイド溝４５のうち外筒部４２の両側面の上下両
端位置に配されたものには、それぞれ外側がた止め部４６が設けられている。外側がた止
め部４６は、各ガイド溝４５に２つずつ設けられ、詳しくは、上側のガイド溝４５におい
てはその側面と上面、下側のガイド溝４５においてはその側面と下面とに設けられている
。
【００３１】
　外筒部４２には、雄コネクタ１０のロック突部１７に係合して両コネクタ１０，２０を
正規の嵌合状態にロックするロックアーム４７が設けられている。ロックアーム４７は、
外筒部４２の上壁を切り欠いて形成され、前端側が自由端とされた片持ち状をなして上下
方向に弾性変位可能とされている。
【００３２】
　さて、フード部１４の奥面のうち雄端子１１の根元部分には、嵌合突部５１（本発明の
凸側の嵌合部に該当する）が設けられている。嵌合突部５１は、各雄端子１１に対応する
位置、計２箇所に設けられ、それぞれ各雄端子１１の根元部分の全周を個別に覆ってフー
ド部１４の奥面から前方へ突出する略円柱状をなしている。嵌合突部５１の断面形状（軸
線に対して略直交方向の断面形状）は、その前端縁部を除いて前後にわたって等しい円形
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状をなし、その軸線は雄端子１１の軸線と略同軸とされている。各嵌合突部５１はフード
部１４と一体に設けられており、各雄端子１１の根元部分が嵌合突部５１に埋め込まれる
ことにより、雄コネクタ１０の振動に対して雄端子１１が追従しやすくなっている。
【００３３】
　隣り合う嵌合突部５１の間には、突側がた止め部５２（本発明のがた止め部に該当する
）が設けられている。突側がた止め部５２は、嵌合突部５１同士を幅方向に連結する形態
をなし、フード部１４の奥面から両嵌合突部５１に沿って前方に突出している。突側がた
止め部５２は、正面から見ると横長の略長方形状をなしている。突側がた止め部５２の突
出寸法は、両嵌合突部５１の突出寸法と等しい寸法とされ、その突出端面（前端面）は、
嵌合突部５１の前端面と面一に形成されている。突側がた止め部５２の上面および下面は
、ともに横長の長方形状をなす平坦な面とされている。
【００３４】
　インナハウジング２３のうち端子挿入口２７が形成されている部分には、嵌合凹部５４
（本発明の凹側の嵌合部に該当する）が形成されている。嵌合凹部５４は、インナハウジ
ング２３の前面から後方へ凹んだ形状をなし、その凹み寸法は、嵌合突部５１の突出寸法
とほぼ等しい寸法とされている。端子挿入口２７は、嵌合凹部５４の奥面から後方（各キ
ャビティ２４）へ貫通する形態をなし、嵌合凹部５４と端子挿入口２７とは前後方向に連
通している。嵌合凹部５４は、各端子挿入口２７の位置毎に設けられ、その軸線は各端子
挿入口２７の軸線と略同軸とされている。
【００３５】
　嵌合凹部５４は、嵌合突部５１が嵌合可能な断面略円形状をなし、詳しくは、その前縁
部と後縁部とを除く部分は前後方向に等しい同形状とされ、その径寸法は嵌合突部５１の
前縁部を除く部分の径寸法とほぼ等しい寸法とされている。
【００３６】
　隣り合う嵌合凹部５４の間には、凹側がた止め部５５（本発明のがた止め部に該当する
）が設けられている。凹側がた止め部５５は、インナハウジング２３の前面から後方に凹
んだ形状をなし、嵌合凹部５４同士を幅方向に連通している。凹側がた止め部５５は、正
面から見ると横長の略長方形状をなし、その高さ寸法（上下方向寸法）は突側がた止め部
５２の高さ寸法とほぼ等しい寸法とされている。凹側がた止め部５５の凹み寸法は、突側
がた止め部５２の突出寸法と等しいか若干大きい寸法とされ、その奥方には、キャビティ
２４間を仕切る隔壁２５が配されている。凹側がた止め部５５の周面のうち上面および下
面は、ともに横長の長方形状をなした平坦な面とされている。
【００３７】
　そして、各嵌合突部５１の前端縁部には、突側テーパ面５３（本発明のテーパ面に該当
する）が形成されている。突側テーパ面５３は、各嵌合突部５１の前端縁部の外縁に沿っ
て形成され、詳しくは、各嵌合突部５１の外縁のうち突側がた止め部５２と連結された部
分（隣り合う雄端子１１と対向する側の部分）を除く部分に形成され、正面から見ると略
Ｃ字状をなしている（図２参照）。突側テーパ面５３は、嵌合突部５１の前端へ向かって
軸線からの径寸法が少しずつ小さくなる傾斜をなしている。嵌合突部５１の前端面は略円
形状をなし、その直径寸法は、雄端子１１の断面の対角線の寸法よりも若干大きい寸法と
されている。
【００３８】
　また、各嵌合凹部５４の後縁部には、後方へ向かって開口幅寸法が小さくなる傾斜をな
す凹側テーパ面５６（本発明のテーパ面に該当する）が形成されている。凹側テーパ面５
６は、各嵌合凹部５４の周縁のうち凹側がた止め部５５と連通する部分を除く部分に形成
され、正面から見ると略Ｃ字状をなしている。
【００３９】
　そして、嵌合突部５１と嵌合凹部５４とが嵌合した状態では、突側テーパ面５３が凹側
テーパ面５６に対して内側から当接するようになっている。突側テーパ面５３の最小径寸
法（嵌合突部５１のうち前端面の径寸法）は、凹側テーパ面５６の最小径寸法（嵌合凹部
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５４のうち後端縁における開口径寸法）よりも大きい寸法とされている。また、突側テー
パ面５３と凹側テーパ面５６とは、等しい勾配とされている。さらに、凹側テーパ面５６
における傾斜に沿った幅寸法は、突側テーパ面５３における傾斜に沿った幅寸法よりも大
きい寸法とされている。
【００４０】
　なお、各嵌合凹部５４の前縁部には、前方へ向かって開口幅寸法が大きくなる傾斜をな
す誘導テーパ面５７が形成されている。誘導テーパ面５７は、凹側テーパ面５６と同様、
各嵌合凹部５４の周縁のうち凹側がた止め部５５と連通する部分を除く部分に形成され、
正面から見ると略Ｃ字状をなしている。
【００４１】
　次に、両コネクタ１０，２０の嵌合について説明する。
　両コネクタ１０，２０を互いに向き合わせて接近させると、インナハウジング２３の前
端部がフード部１４内に挿入され、フード部１４はインナハウジング２３とアウタハウジ
ング３８の外筒部４２との間に挿入されていく。このとき、フード部１４のガイドリブ１
８は外筒部４２のガイド溝４５に差し込まれ、ガイドリブ１８はガイド溝４５の外側がた
止めリブ２８に摺接しつつ案内される。そして、インナハウジング２３の前端部がフード
部１４の奥側にある突出部１６の位置に達すると、がた止めリブ２８が突出部１６の突出
端に接触した状態となる。また、雄端子１１はインナハウジング２３の端子挿入口２７を
挿通して雌端子２１の接続部２１Ａ内に差し込まれていく。
【００４２】
　さらに両コネクタ１０，２０を接近方向に押し付けると、フード部１４の先端部がシー
ルリング３７の外周側に達し、シールリング３７を内側に押し潰すようにしながら奥へと
進む。そして、フード部１４の環状リブ１５は、シールリング３７の弾性復元力により外
側へ押されつつ鍔部３４の環状溝３５に差し込まれ、がた止め突起３６を押圧した状態で
環状溝３５に収容される。
【００４３】
　また、各雄端子１１の根元部分にある嵌合突部５１は、インナハウジング２３の嵌合凹
部５４の入口に達する。ここで、嵌合突部５１の位置が嵌合凹部５４に対して相対的にず
れていた場合には、その位置ずれの方向がいずれの方向であっても、嵌合突部５１は嵌合
凹部５４の誘導テーパ面５７に当接し、その傾斜によって嵌合凹部５４との位置のずれが
正され、嵌合凹部５４にそれぞれ嵌合した状態になる。そして、嵌合突部５１の突側テー
パ面５３と嵌合凹部５４の凹側テーパ面５６とは、互いに略平行に配されて全面にわたっ
て接触した状態となる。このとき、突側テーパ面５３の後縁の位置は、凹側テーパ面５６
の前縁の位置と一致しており、突側テーパ面５３の前縁の位置（嵌合突部５１の前端面の
位置）は、凹側テーパ面５６の後縁の位置（嵌合凹部５４の後端縁の位置）よりも、雌コ
ネクタ２０に対する嵌合方向の手前側にずれた位置に配されている。また、嵌合突部５１
の外周面と嵌合凹部５４の内周面とは接触した状態になっている。
【００４４】
　また、嵌合突部５１の間にある突側がた止め部５２は凹側がた止め部５５に嵌合し、突
側がた止め部５２の上下両面と凹側がた止め部５５の周面のうちの上下両面とがそれぞれ
上下方向に面接触した状態となっている。
【００４５】
　また、雄端子１１は雌端子２１の接続部２１Ａに接続した状態となっている。
【００４６】
　さらに両コネクタ１０，２０を接近方向に押し付けると、フード部１４の先端部が鍔部
３４を押圧し、鍔部３４と対向壁４１との間に配された弾性部材４４が押し潰されて弾性
的に収縮していく。この弾性部材４４の弾発力を受けてインナハウジング２３は前方へ押
圧され、嵌合凹部５４の凹側テーパ面５６が嵌合突部５１の突側テーパ面５３に全面にわ
たって押し付けられ、それに伴い突側テーパ面５３が凹側テーパ面５６に対して相対的に
前進し、突側テーパ面５３の前縁の位置が凹側テーパ面５６の後縁の位置に達して、突側
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テーパ面５３の全面が凹側テーパ面５６に強固に密着した状態となる。このように、突側
テーパ面５３の最小径寸法は、凹側テーパ面５６の最小径寸法よりも大きい寸法とされる
ことにより、弾性力によって押圧される前の状態では突側テーパ面５３が凹側テーパ面５
６の手前側にずれた位置に配され、弾性力に押圧されると突側テーパ面５３が凹側テーパ
面５６に密着するとともに、それに伴って突側テーパ面５３が相対的に前進しても、突側
テーパ面５３は凹側テーパ面５６よりも奥方へずれて部分的にしか密着しないという事態
が防がれる。
【００４７】
　また、嵌合突部５１と嵌合凹部５４とが相対的に周方向（雄端子１１の軸方向に対して
回転方向）に位置ずれしていても、突側テーパ面５３および凹側テーパ面５６は略リング
状をなしているから、両テーパ面５３，５６が必ず接触した状態となる。
【００４８】
　また、アウタハウジング３８はインナハウジング２３に対して相対的に前進し、端子筒
部２３Ａが遊挿孔４３から対向壁４１の後方へ少しずつ突出するとともに、ロックアーム
４７の先端部がロック突部１７に乗り上がって上方へ弾性変形する。
【００４９】
　そして、両コネクタ１０，２０が正規の嵌合状態に至ると、ロックアーム４７の先端部
がロック突部１７を乗り越えてロックアーム４７が弾性復帰し、ロック突部１７と前後方
向に係合した状態になって両コネクタ１０，２０が離脱不能にロックされる。これにより
弾性部材４４は、鍔部３４と対向壁４１との間で弾性的に潰された状態で保持され、嵌合
凹部５４の凹側テーパ面５６と嵌合突部５１の突側テーパ面５３とが全面にわたって密着
した状態で保持される。なお、弾性部材４４は、インナハウジング２３とアウタハウジン
グ３８との間で押圧されると、鍔部３４と対向壁４１との壁面に沿って広がるから、鍔部
３４と対向壁４１とに作用する接触圧は分散されて小さくなる。したがって、クリープ対
策のために鍔部３４および対向壁４１の壁厚寸法を大きくする必要がなく、コネクタを大
型化しなくて済む。
【００５０】
　突側テーパ面５３と凹側テーパ面５６とが密着している位置は、雄端子１１と雌端子２
１との接触位置に非常に近い位置（詳しくは、雌端子２１の接続部２１Ａの前後方向寸法
のほぼ半分ほどの距離しか離れていない位置）である。そして、このような位置において
がた付きが防止されることにより、コネクタが振動を受ける環境下に置かれても端子の摩
耗を確実に防止することができ、もって従来よりも端子１１，２１の接続信頼性を高いも
のとすることができる。
【００５１】
　また、突側テーパ面５３と凹側テーパ面５６とは面当たりして密着しているから、強固
にがた付きを防止することができる。
【００５２】
　さらに、突側がた止め部５２と凹側がた止め部５５との嵌合により、その位置において
上下方向のがた付きが防止される。これにより、両端子１１，２１の接触部分に近い位置
において嵌合突部５１と嵌合凹部５４とによるがた付きに加えて突側がた止め部５２と凹
側がた止め部５５によってもがた付きが防止されるから、端子１１，２１の接続信頼性を
さらに高いものとすることができる。
【００５３】
　また、フード部１４とインナハウジング２３との間においては、シールリング３７が弾
性的に挟み付けられて液密状態となり、シールリング３７の弾発力によって環状リブ１５
は環状溝３５のがた止め突起３６に食い込んで、環状リブ１５と環状溝３５とは全周にわ
たって強固に固定された状態で保持される。そして、インナハウジング２３の前端部にお
いては、全がた止めリブ２８がフード部１４の突出部１６にそれぞれ密着し、インナハウ
ジング２３とフード部１４との間の径方向（両コネクタ１０，２０の嵌合方向に交差する
方向）のがた付きが規制される。このように、インナハウジング２３の前側および後側の
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両側（両端子１１，２１の接触部分の前後両側）で、雄ハウジング１２とインナハウジン
グ２３とのがた付きが規制されるから、両コネクタ１０，２０が強い振動を受けても両端
子１１，２１の摩耗を防止できる。
【００５４】
　また、弾性部材４４により、アウタハウジング３８は後方（ロックアーム４７がロック
突部１７に対する係合方向）へ押圧された状態になってロック部分における前後方向のが
た付きが防止される。さらに、フード部１４のガイドリブ１８とアウタハウジング３８の
ガイド溝４５との間で外側がた止めリブ２８が押圧された状態になっているから、これに
よりフード部１４とアウタハウジング３８とのがた付きが防止され、両コネクタ１０，２
０のがた付きは低減される。こうして、コネクタは高振動に耐え得るものとなる。
【００５５】
　以上説明したように本実施形態によれば、両コネクタ１０，２０が正規の嵌合状態に至
ると、嵌合突部５１と嵌合凹部５４とが嵌合するとともに弾性部材４４の弾性復元力によ
ってインナハウジング２３が前方に押し付けられる。これにより、突側テーパ面５３と凹
側テーパ面５６とが密着した状態に保持され、嵌合突部５１と嵌合凹部５４との間のがた
付きが防止される。嵌合突部５１と嵌合凹部５４とは、雄端子１１の根元部分と端子挿入
口２７が形成されている部分とに形成されたものであり、このような両端子１１，２１の
接触部分のすぐ近傍でがた付きが防止されるから、コネクタが振動を受ける環境下に置か
れても端子１１，２１の摩耗を確実に防止することができ、端子１１，２１の接続信頼性
を高いものとすることができる。
【００５６】
　＜他の実施形態＞
　本発明は上記記述及び図面によって説明した実施形態に限定されるものではなく、例え
ば次のような実施形態も本発明の技術的範囲に含まれる。
【００５７】
　（１）上記実施形態では、弾性部材４４はゴム製とされているが、これに限らず、例え
ば弾性部材は金属製のバネであってもよい。
　（２）上記実施形態では、雄端子１１の根元部分に嵌合突部５１が、インナハウジング
２３の端子挿入口２７側に嵌合凹部５４が形成されているが、これとは逆に、端子挿入口
側に嵌合突部を設け、雄端子の根元部分に嵌合凹部を設けるようにしてもよい。
【００５８】
　（３）上記実施形態では、嵌合突部５１に突側テーパ面５３、嵌合凹部５４に凹側テー
パ面５６が形成され、つまり嵌合突部５１と嵌合凹部５４との両側にテーパ面が形成され
ているが、これに限らず、テーパ面を嵌合突部および嵌合凹部のどちらかのみに形成して
もよい。
【００５９】
　（４）上記実施形態では、嵌合突部５１および嵌合凹部５４は雄端子１１および端子挿
入口２７毎に設けられているが、これに限らず、例えば２本の雄端子の根元部分を埋める
一の嵌合突部と２つの端子挿入口に跨って形成された一の嵌合凹部としてもよい。また嵌
合突部および嵌合凹部を複数の雄端子および端子挿入口の全箇所に設けず、選択的に設け
てもよい。
【００６０】
　（５）上記実施形態では、突側テーパ面５３および凹側テーパ面５６は略Ｃ字形状をな
しているが、これに限らず、例えばテーパ面は略方形状に形成されていてもよい。
　（６）上記実施形態では、突側テーパ面５３の最小径寸法は凹側テーパ面５６の最小径
寸法よりも大きい寸法とされているが、これに限らず、突側テーパ面の最小径寸法は凹側
テーパ面の最小径寸法より小さい寸法とされていてもよく、また等しい寸法とされていて
もよい。
【００６１】
　（７）上記実施形態では、突側テーパ面５３と凹側テーパ面５６とは等しい勾配とされ
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　（８）上記実施形態では、突側がた止め部５２と凹側がた止め部５５とが設けられてい
るが、これらを設けられなくてもよい。
　（９）上記実施形態では、インナハウジング２３の前側部分にがた止めリブ２８が設け
られているが、必ずしも設けられなくてもよい。
【００６２】
　（１０）上記実施形態では、フード部１４の開口端部と鍔部３４とに環状リブ１５と環
状溝３５とが設けられているが、これらを設けなくてもよく、また環状リブと環状溝との
替わりに、例えば周方向に間欠的な形状をなすリブと溝とを設けてもよい。
　（１１）上記実施形態では、環状溝３５にがた止め突起３６が設けられているが、がた
止め突起を設けなくてもよく、また環状リブ側に設けるようにしてもよい。
【００６３】
　（１２）上記実施形態では、アウタハウジング３８のガイド溝４５に外側がた止め部４
６が設けられているが、外側がた止め部を設けなくてもよく、また、フード部のガイドリ
ブ側に設けたり、アウタハウジングとフード部とのうちガイド溝とガイドリブ以外の部分
に設ける等してもよい。
【図面の簡単な説明】
【００６４】
【図１】本実施形態におけるコネクタの正規の嵌合状態を表す側断面図
【図２】雄コネクタの正面図
【図３】雌コネクタの正面図
【符号の説明】
【００６５】
　１０…雄コネクタ（一方のコネクタ）
　１１…雄端子（一方の端子）
　１４…フード部
　１５…環状リブ（環状がた止め部）
　２０…雌コネクタ（他方のコネクタ）
　２３…インナハウジング
　２４…キャビティ
　２７…端子挿入口
　２８…がた止めリブ
　３４…鍔部
　３５…環状溝（環状がた止め部）
　３６…がた止め突起
　３７…シールリング
　３８…アウタハウジング
　４４…弾性部材
　４６…外側がた止め部
　５１…嵌合突部（嵌合部）
　５２…突側がた止め部（がた止め部）
　５３…突側テーパ面（テーパ面）
　５４…嵌合凹部（嵌合部）
　５５…凹側がた止め部（がた止め部）
　５６…凹側テーパ面（テーパ面）
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